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〓人 事

從 四位動四等 津 田 誠 次

敍動 三等授瑞寳章

(十一月一日)

從 七位動六等 安 井 雅 一

愛媛懸防空委員會委員ヲ命ス

(十一月八日)

陸軍軍醫中佐 田 村權 五 郎

臺灣中央防空委員會幹事ヲ命ス

(十一月五日)

陸軍軍醫大尉 關 谷 重 幸

賜二級俸

(十一月十目)

岡山醫科大學教授 根 岸 博

本俸四級俸下賜

(十一月二十五日)

陸軍軍醫少將 齋 藤 清

豫備役被仰付

(十一月三十日)

海軍軍醫少佐正六位動五等 有 馬 玄

海軍軍醫少佐正六位動五等 木 村 芳 雄

任海軍軍醫中佐

岡山醫科大學助教授 濱 崎 幸 雄

本俸四級俸下賜

(十一月一日)

○中島達二君 は豫て満洲撫順醫院に勤務し居ら

れしが今般満洲敦化に新設せられたる敦化醫院内

科醫長に轉勤せられたり

○高橋 動君豫 て岡山醫科大學衛生學教室に於

て研究中なりし同君は今般徳山市徳山簡易保險相

談所に勤務せられたり

○松森 明君 は豫て呉市に於て開業 し居られし

が今般堺市寺地町に移轉開業せられた り

奥山美佐雄君逝く 君は大正15年 岡山醫

學專門學校を卒業 し母校生理學教室に入 り

研究し岡山醫科 大學に於て學位を受領 し倉

敷勞働科研究所神戸市立衛生試験所等に勤

務 し本年初めより病に罹 り其職を辭 し郷里

に於て靜養中なり しが醫療其效 を奏せず本

月25日 遂に永眠せられた りと寔に痛惜に禁

へず謹みて茲に弔意を表す

〓學位授輿

藤見忠彦,宮 島忠の兩君は豫て論交を岡山醫 科大

學に提出し學位を請求 し居られ しが藤見君は本年

11月1日 の教授會,宮 島君は本年12月6日 の教

授會を通過 し前者は本月10日 附,後者 は本月23

日附を以て孰れ も醫學博士の學位を授與せられた

り其主論文 及び参考論文は次の如 し

藤 見 忠 彦 君

主 論 文

腐敗ニ關スル研究

其1 鶏卵腐敗ニスル研究(岡 山醫科大學歐

文業府第4巻 第4號ニ發 表セリ)

共2 蛸魚肉腐敗 ノ研究(岡 山醫科大學歐文

業府第5巻 第3號ニ發 表セ リ)

参 考論交

其1. 「ア ントラツエン」竝立ニ其ノ誘導體ヲ内服
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セル家兎尿中 硫酸 ノ態度ニ就テ(本 誌第47

年第3號ニ發 表セ リ)

其2. 「チスチン・フラビアナート」ニ就テ(本

誌第49年 第6號ニ發 表セ リ)

其3. 黄燐蒸氣 ノ牛肝自家融解作用ニ及ボス影

響ニ就テ(本 誌第46年 第3號ニ發 表せ リ)

其4. 肝臓「ヂストマ」病家兎血中 ノ「フイブリ

ノゲーン及ビ「トロンビン」量ニ就テ(藤 見忠

彦、西崎武亥一共著)(本 誌第46年 第5號

ニ發表セリ)

其5. 犯罪者 ノ血液型ニ關スル知見補遺(重 信

琢雄,藤 見忠彦共著)(行 刑衛生會第7巻 第

3號ニ發 表セリ)

宮 島 忠 君

主 論 文

Aligochaefa及ビNematodaノ 新陳代謝ニ就

テ

1. 蚯蚓 ノ親陳代謝ニ就テ(追 テ本誌ニ發

表 ノ豫定)

2. 蛔蟲 ノ新陳代謝ニ就テ(追 テ本誌ニ發

表 ノ豫定)

参考論文

1. 「サントニン」ノ躯蟲作用機轉ニ就テ(追 テ

本誌ニ發 表ノ豫定)

2. 蓮根中 ノ被酸化物質ニ關 スル知見補遺(追

テ本誌ニ發 表 ノ豫定)

3. 「エ ルゴステリン」ノ「アセチヘルヒヨ リン」

ニ封スル拮抗作用ニ就テ(追 テ本誌ニ發 表ノ

豫定)

4. 昭和7年 度神戸東山病院ニ於ケル赤痢及ピ

疫痢様疾患ノ細菌學的疫學的観察(追 テ本誌

ニ發表 ノ豫定)
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